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Ｐ Ｔ Ａ 仙 台 172号（1）平成31年３月１日

優
秀
賞
小
学
校

優
秀
賞
小
学
校

◆
通
町
小
学
校

三
年
井
上　

結
愛

◆
向
陽
台
小
学
校

三
年
武
藤　

妃
生

◆
長
命
ケ
丘
小
学
校

四
年
増
田　
　

湊

◆
錦
ケ
丘
小
学
校

四
年
小
嶋　

佐
英

◆
高
森
東
小
学
校

五
年
蛯
名　

駿
介

◆
西
多
賀
小
学
校

六
年
宍
戸
咲
和
花

優
秀
賞
中
学
校

優
秀
賞
中
学
校

◆
岩
切
中
学
校

一
年
松
田　
　

紅

◆
五
橋
中
学
校

二
年
宮
崎　

蒼
天

◆
南
小
泉
中
学
校

二
年
渡
邉　

咲
希

◆
三
条
中
学
校

三
年
山
本　
　

蓮

◆
高
砂
中
学
校

三
年
菜
花　

杜
羽

「守ろう大切な命」「守ろう大切な命」
ポスターコンクール入賞者ポスターコンクール入賞者

岩
切
中
学
校
二
年　

白
井　

果
音

連
坊
小
路
小
学
校
一
年千

葉　

円
翔

桂小学校五橋中学校富沢小学校 鶴谷中学校

平成30年度 第15回 仙台市ＰＴＡフェスティバル各賞発表平成30年度 第15回 仙台市ＰＴＡフェスティバル各賞発表

「パネルでどうぞ！」入賞校「パネルでどうぞ！」入賞校

桂小学校五橋中学校富沢小学校 鶴谷中学校

仙
台
市
長
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

ＰＴＡフェスティバル
実行委員長賞

仙台市ＰＴＡ
協議会会長賞

仙 台 市
教 育長 賞



Ｐ Ｔ Ａ 仙 台 平成31年３月１日 （2）172号

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

　
　
　
　
　

沖
野
小
学
校
父
母
教
師
会

会
長　

山
口　

裕
子

こ
の
度
は
、
仙
台
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら
の

ご
推
薦
に
よ
り
、
優
良

Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
野
小
学
校
は
、
昨
年
、
開
校
四
十
周

年
を
迎
え
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
設
立
四
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
設
立
以
来
、
子
ど
も

た
ち
が
安
全
に
、
笑
顔
で
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
と
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域

が
連
携
を
取
り
あ
い
、
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

「
ゆ
う
や
け
タ
イ
ム
」
と
し
て
保
護
者

が
巡
視
を
行
う
防
犯
活
動
。
地
域
の
子
ど

も
１
１
０
番
の
店
を
記
載
し
た
安
全
マ
ッ

プ
作
成
。
中
学
校
区
三
校
連
携
で
の
朝
の

挨
拶
運
動
。
夏
休
み
の
「
お
き
の
こ
ど
も

ま
つ
り
」、
一
級
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
士
を

招
い
て
の
講
習
会
開
催
な
ど
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
は
、
歴

代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
行
動
を
見
て
成

長
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
た
め
に
、
子
ど
も
の
一
番
身
近
な
大
人

•
文
部
科
学
大
臣
表
彰

〈
団
体
〉

　

沖
野
小
学
校
父
母
教
師
会

　

鶴
谷
中
学
校
父
母
教
師
会

•
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
賞

　

佐
藤
美
佳
子
（
市
Ｐ
協
前
会
長
）

•
宮
城
県
教
育
委
員
会
表
彰

　

大
倉
小
学
校
父
母
教
師
会

•
仙
台
市
教
育
委
員
会
表
彰

〈
団
体
〉

　

将
監
西
小
学
校
父
母
教
師
会

　

桜
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

〈
個
人
〉

　

今
野　

広
元
（
北
仙
台
小
Ｐ
会
長
）

　

志
賀　

猛
彦
（
蒲
町
小
Ｐ
顧
問
）

　

板
倉　

洋
美
（
幸
町
中
前
Ｐ
会
長
）

•
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

〈
団
体
〉

　

蒲
町
小
学
校
父
母
教
師
会

　

富
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

〈
個
人
〉

　

永
見　

幸
久
（
柳
生
中
前
Ｐ
会
長
）

　

蘆
澤　

義
章
（
鶴
谷
中
Ｐ
会
長
）

　

針
生
真
由
美
（
西
中
田
小
Ｐ
会
長
）

　

鈴
木　

一
彦
（
南
材
木
町
小
校
長
）

•
東
北
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
表
彰

〈
団
体
〉

　

荒
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

高
砂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

寺
岡
小
学
校
父
母
教
師
会

　

桂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

松
陵
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

仙
台
二
華
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

〈
個
人
〉

　

小
野
寺
啓
次
（
遠
見
塚
小
Ｐ
会
長
）

　

只
野　

久
典
（
八
本
松
小
前
Ｐ
会
長
）

　

首
藤　

惠
治
（
鶴
谷
東
小
Ｐ
会
長
）

　

松
野　

清
志
（
金
剛
沢
小
Ｐ
会
長
）

　

岡
本　

正
勝
（
中
野
栄
小
前
Ｐ
会
長
）

　

向
所　

千
夏
（
長
町
中
前
Ｐ
会
長
）

•
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰

　

鹿
野
小
学
校
父
母
教
師
会

　

西
中
田
小
学
校
父
母
教
師
会

•
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
特
別
表
彰

　

庄
司　

享
義
（
大
倉
小
Ｐ
会
長
）

伊
藤　

和
裕
（
福
室
小
Ｐ
会
長
）

星
野　
　

太
（
大
和
小
Ｐ
会
長
）

日
山　

康
弘
（
茂
庭
台
中
前
Ｐ
会
長
）

鈴
木
真
紀
子
（
将
監
西
小
前
Ｐ
会
長
）

工
藤　

賢
司
（
長
命
ケ
丘
小
前
Ｐ
会
長
）

道
下　
　

裕
（
袋
原
中
前
Ｐ
会
長
）

角
張　

貴
彦
（
虹
の
丘
小
前
Ｐ
会
長
）

川
島　

孝
志
（
袋
原
小
前
Ｐ
会
長
）

小
野
寺
啓
次
（
遠
見
塚
小
Ｐ
会
長
）

田
代　

吉
宏
（
広
瀬
中
前
Ｐ
会
長
）

大
内　

隆
行
（
立
町
小
Ｐ
会
長
）

中
島　
　

明
（
高
森
東
小
前
Ｐ
会
長
）

石
澤　

圭
太
（
南
小
泉
小
前
Ｐ
会
長
）

平
山
久
美
子
（
南
吉
成
小
Ｐ
会
長
）

で
あ
る
我
々
保
護
者
が
楽
し
く
笑
顔
で
関

わ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
、
よ
り
学
校
・

地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
も

活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
度

は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

継
続
は
力
な
り

　
　
　
　
　

鶴
谷
中
学
校
父
母
教
師
会

会
長　

蘆
澤　

義
章

こ
の
度
仙
台
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会
よ
り
ご
推
薦

を
頂
き
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
七
十
周
年
の
節
目
に
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の

栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
本
校

会
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
本
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
地

域
の
防
犯
活
動
や
清
掃
活
動
、
交
流
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

当
た
り
前
の
事
を
、
長
年
に
わ
た
り
継

続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
過
疎
化
が
進
み
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
多
種
多
様
化
し
た
環
境
変
化

で
あ
っ
て
も
、
鶴
谷
中
学
校
の
子
ど
も
た

ち
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
共
に
一
丸
と
な
り
、
健
や

か
な
成
長
と
健
全
な
育
成
を
図
り
な
が
ら

揺
る
ぎ
の
無
い
も
の
と
な
る
よ
う
一
層
の

努
力
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
支
援
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

受
賞
校
か
ら
一
言

受
賞
校
か
ら
一
言

　

文
部
科
学
大
臣
賞

平成30年度優良ＰＴＡ表彰団体・個人一覧
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仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

作
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

副
会
長　

今
野　

広
元

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？
」
よ
く

耳
に
す
る
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
』
と
い
う
言
葉
。
何

と
な
く
理
解
し
て
い
る
け
れ
ど
、
説
明
し

よ
う
と
す
る
と
上
手
く
言
え
な
い
、
こ
ん

な
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
言
で
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
』
を
説
明
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
に
大
き
く
関
わ
り
、

保
護
者
と
教
職
員
が
共
に
協
力
し
活
動
す

る
、
大
人
の
学
び
の
場
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
作
成
し
た
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
に
あ
た

っ
て
会
長
さ
ん
や
副
会
長
さ
ん
方
が
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
数

多
く
の
疑
問
や
不
安
な
事
柄
を
少
し
で
も

解
消
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
分
か

り
や
す
く
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

是
非
、
皆
様
の
活
動
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

団
体
の
部

団
体
の
部

★
長
命
ケ
丘
小
学
校

（
継
続
的
な
地
域
清
掃
活
動
）

六
年　

す
く
っ
と
隊

★
茂
庭
台
中
学
校

（
自
転
車
で
転
倒
し
た
高
齢
者
へ
の
お
世
話
）

第
一
学
年

個
人
の
部

個
人
の
部

★
南
小
泉
小
学
校

（
低
学
年
の
お
世
話
）

六
年　

今
野　

舜
平

★
南
小
泉
小
学
校

（
地
域
の
清
掃
活
動
）

二
年　

岩
澤　

明
希　

中
村　

美
咲

　
　
　

鈴
木　

知
草　

舩
山　

美
空

　
　
　

猪
俣　

洋
介　

半
澤　

朋
喜

★
北
仙
台
小
学
校

（
困
っ
て
い
る
お
年
寄
の
お
世
話
）

六
年　

押
切　

間
生

★
袋
原
小
学
校

（
お
年
寄
へ
の
心
温
ま
る
行
動
）

五
年　

籾
山　

太
志

★
袋
原
小
学
校

（
継
続
的
な
挨
拶
）

六
年　

樫
﨑　

め
い　

村
上　

柚
葵

★
八
乙
女
小
学
校

（
具
合
の
悪
い
お
年
寄
へ
の
適
切
な
対
応
）

三
年　

山
城　

遼
和　

山
城　

日
人

一
年　

山
城
こ
こ
ろ

★
第
一
中
学
校

（
転
倒
し
怪
我
を
し
た
小
学
生
の
お
世
話
）

三
年　

鎌
田　

勇
大　

清
水　

要
宇

★
第
一
中
学
校

（
具
合
の
悪
い
方
へ
の
適
切
な
対
応
）

二
年　

長
田　
　

颯

一
年　

上
西　

貴
仁　

長
谷
川
圭
汰

★
三
条
中
学
校

（
高
齢
者
へ
の
親
切
）

三
年　

安
齋
龍
ノ
介　

佐
藤　

慎
祐

★
東
華
中
学
校

（
路
上
で
被
害
に
遭
っ
た
方
へ
の
適
切
な
対
応
）

三
年　

挽
地　

玲
央　

慶
山　

陽
生

★
南
小
泉
中
学
校

（
自
転
車
に
接
触
転
倒
し
た
小
学
生
へ
の
お
世
話
）

三
年　

工
藤　

百
葉

★
中
田
中
学
校

（
怪
我
を
し
た
小
学
生
へ
の
適
切
な
対
応
）

二
年　

佐
藤
愛
佳　

佐
藤　

璃
茉

★
六
郷
中
学
校

（
動
け
な
く
な
っ
て
い
た
高
齢
者
へ
の

適
切
な
対
応
）

二
年　

葛
西　

結
梨　

庄
司
明
日
香

★
六
郷
中
学
校

（
登
校
中
困
っ
て
い
る
小
学
生
へ
の
適

切
な
対
応
）

二
年　

赤
間　

優
太

一
年　

平
山　

美
月

★
六
郷
中
学
校

（
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
た
小
学
生
へ
の

適
切
な
対
応
）

一
年　

南
浦　

想
太　

髙
橋　

和
哉

　
　
　

櫻
川　

玲
颯　

三
浦　

拓
己

★
高
砂
中
学
校

（
玄
関
先
で
倒
れ
て
い
た
高
齢
者
へ
の
お
世
話
）

三
年　

引
地　
　

潤

★
中
山
中
学
校

（
困
っ
て
い
た
高
齢
者
へ
の
親
切
）

二
年　

千
代
谷
心
路

★
中
野
中
学
校

（
具
合
の
悪
い
小
学
生
へ
の
適
切
な
対
応
）

三
年　

小
森
幸
太
朗　

原
子　

拓
也

　
　
　

大
越　

拓
真　

小
野　

祥
平

　
　
　

笠
井　

雅
斗　

鈴
木　
　

渉

★
西
山
中
学
校

（
地
域
の
方
へ
の
親
切
）

三
年　

大
川　
　

柊

★
将
監
中
学
校

（
転
倒
し
た
方
へ
の
親
切
）

三
年　

遠
藤
さ
く
ら

★
将
監
中
学
校

（
倒
れ
て
い
た
高
齢
者
へ
の
お
世
話
）

三
年　

鈴
子　

雄
太　

佐
藤　

空
季

二
年　

千
葉
亮
太
郎

平成30年度平成30年度 篤篤
とっ

行行
こう

・・善善
ぜん

行行
こう

児童生徒表児童生徒表彰彰
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青
葉
区

青
葉
区

「
川
小
フ
ェ
ス
タ
」

大
野　

孝
之
（
川
平
小
）

川
平
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、

学
校
・
マ
イ
ス
ク
ー
ル
・
児
童

館
・
地
域
の
団
体
や
商
店
の
協

力
を
得
て
、
学
校
に
関
わ
る
多
く
の
団
体
が
参
加

し
、
校
舎
・
体
育
館
・
校
庭
を
使
用
し
、
バ
ザ
ー

だ
け
じ
ゃ
な
い
、「
川
小
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
バ
ザ
ー
や
地
域
商
店
の
飲

食
物
や
駄
菓
子
な
ど
の
販
売
、
雑
貨
の
個
人
出
店

を
担
当
。
マ
イ
ス
ク
ー
ル
は
パ
パ
の
会
の
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
販
売
、
明
成
高
等
学
校
調
理
科
協
力
に
よ

る
「
み
そ
で
ス
マ
イ
ル
」
み
そ
噌
汁
販
売
、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」、
小
１

サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
「
ち
ぎ
り
絵
教
室
」、
壮
寿

会
の
「
昔
遊
び
」、
少
年
野
球
体
験
、
和
太
鼓
体

験
、
中
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
体
験
と
演
奏
を
担

当
。
児
童
館
と
子
育
て
支
援
ク
ラ
ブ
の
「
簡
単
工

作
」
も
あ
り
、
全
て
の
世
代
が
家
族
で
楽
し
め
る

お
祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
野
区

宮
城
野
区

１
０
０
人
の
一
歩

齋
藤　

孝
志
（
榴
岡
小
）

榴
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

学
校
支
援
地
域
本
部
や
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
共
に

活
き
活
き
と
学
べ
る
環
境
作
り
を
意
識
し
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
通
学
路
に
あ
る
主
要
な
交
差
点

で
の
交
通
当
番
は
、
す
べ
て
の
登
校
日
で
実
施
し

て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
保
護
者
が
一

体
と
な
っ
て
実
施
す
る
活
動
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

小
学
校
区
内
の
二
つ
の
中
学
校
や
ク
ラ
ー
ク
高
校

ま
た
、
各
種
団
体
の
皆
様
と
共
に
学
び
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
夏
と
冬
に
ワ
イ

ワ
イ
祭
り
を
企
画
実
行
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
子
供
た
ち
が
中
高
生
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん

世
代
を
超
え
た
多
く
の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台
一
七
二
号
を
ご
覧
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

今
年
度
三
回
の
発
行
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
子
供
た
ち
の
成
長
と
安
全

を
見
守
り
、
会
員
の
皆
様
に
情
報
を

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
な
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

仙
台
」
の
発
行
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
お
詫
び
〉

前
号
で
俳
優
の
高
橋
克
実
氏
の
お

名
前
を
高
橋
克
己
氏
と
間
違
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

委
員
長

相
澤　

文
典
（
袋
原
小
Ｔ
）

副
委
員
長

毛
利　

雄
一
（
鶴
巻
小
Ｔ
）

編
集
委
員

中
木　
　

泉
（
吉
成
中
Ｐ
）

　

同

北
原　

裕
美
（
吉
成
中
Ｐ
）

　

同

齋
藤　

博
美
（
新
田
小
Ｐ
）

　

同

本
郷　

直
恵
（
西
山
中
Ｐ
）

　

同

太
田　

亜
矢
（
六
郷
中
Ｐ
）

　

同

高
橋　

良
子
（
六
郷
中
Ｐ
）

　

同

大
正
谷
あ
い
（
大
野
田
小
Ｐ
）

　

同

越
前
屋
祥
子
（
大
野
田
小
Ｐ
）

　

同

菅
野　

千
春
（
黒
松
小
Ｐ
）

　

同

菅
野
恵
理
子
（
黒
松
小
Ｐ
）

　

同

石
井　

春
美
（
黒
松
小
Ｐ
）

　

同

河
西
美
由
紀
（
南
中
山
中
Ｐ
）

多
く
の
学
び
を
得
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
数
年
単
位
で
確
立
す
る
も
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
地
域
力
の
賜
物

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
学
ぶ
環

境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
一
人
の
百
歩
で
は
な

く
百
人
の
一
歩
を
意
識
し
た
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

若
林
区

若
林
区

地
味
に
ス
ゴ
イ
！
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

角
田　
　

明
（
六
郷
小
）

こ
れ
ま
た
意
外
に
難
し
い
お

題
を
頂
き
ま
し
た
（
笑
）

我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
活
動
の
場

と
な
る
六
郷
小
学
校
は
、
明
治
六
年
に
開
校
し
た

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
、
学
区
は
広
瀬
川
河

口
の
広
大
な
田
園
地
帯
の
中
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
移
転
地

と
し
て
の
住
宅
増
加
、
人
口
増
加
が
著
し
く
、
そ

れ
に
伴
い
工
事
車
両
等
が
増
え
交
通
事
情
が
激
変

し
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
地
域
の
中
で
、

我
々
は
重
要
交
差
点
数
箇
所
に
子
供
た
ち
の
全
て

の
登
校
日
に
立
哨
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
挨
拶
を
通
し
て
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
数
少
な
い
大
切
な
活
動

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
地
味
な
活
動
」
？
こ
れ
を
平
た
く
言
え
ば
「
当

た
り
前
の
活
動
」
で
も
あ
り
、
今
、
当
た
り
前
の

事
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
時
代
に
、
地
域
の
皆
様

と
共
に
、
子
供
た
ち
の
「
安
心
、
安
全
」
を
願
い

な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

太
白
区

太
白
区

ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
事
故
が
こ
わ
い

日
下　
　

晋
（
山
田
中
）

太
白
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で

は
、
会
員
の
保
健
体
育
活
動
と

し
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
太
白
区
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
の
協
力
の
下
、
三
十
一
校
、

四
十
チ
ー
ム
の
参
加
を
得
て
、
七
月
十
四
日
に
カ

メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
で
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
プ
レ
ー
す
る
会
員
、
応

援
す
る
会
員
、
み
ん
な
が
仲
良
く
楽
し
く
参
加
で

き
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
運
営
側
と
し
て
は
事

故
が
起
き
な
い
こ
と
が
一
番
で
、
ボ
ー
ル
の
硬
さ

や
コ
ー
ト
数
を
見
直
す
な
ど
、
色
々
工
夫
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
二
十
八
年
度
の
大
会

で
大
き
な
衝
突
事
故
が
発
生
し
、
一
年
の
休
み
を

挟
ん
で
の
再
開
で
し
た
。

今
回
は
、
負
傷
は
あ
っ
た
も
の
の
、
事
故
に

は
至
ら
ず
、
コ
ー
ト
ご
と
に
七
つ
の
チ
ー
ム
が
優

勝
し
て
大
会
の
幕
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
こ
れ
で
万
々
歳
で
は
な
い
の
で
、
来

年
度
に
向
け
て
、
全
校
が
参
加
し
て
議
論
が
続
い

て
い
ま
す
。

泉　
　

区

泉　
　

区

「
小
さ
な
四
校
の
取
り
組
み
」

熊
谷　

裕
典
（
根
白
石
中
）

我
が
根
白
石
中
は
生
徒
数

七
十
四
名
。
泉
ヶ
岳
の
麓
、
田

園
風
景
の
広
が
る
傍
ら
の
小
高

い
丘
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
児
童
数
三
十
五
名
の

福
岡
小
、
九
十
四
名
の
根
白
石
小
、
十
四
名
の

実
沢
小
の
三
校
か
ら
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
四
校
と
も
小
規
模
校
。
学
校
規
模
に
関
わ
ら

ず
泉
区
Ｐ
連
の
役
割
は
輪
番
制
。
平
成
三
十
二
年

根
小
、
平
成
三
十
四
年
に
実
小
が
健
全
育
成
委
員

長
校
、
平
成
三
十
五
年
に
は
福
小
が
保
健
体
育
委

員
長
校
と
な
り
ま
す
。
各
校
実
家
庭
数
が
少
な
い

状
況
で
、
単
独
で
そ
の
役
割
を
乗
り
越
え
ら
れ
る

の
か
？
実
小
よ
り
申
し
出
を
受
け
、
四
校
で
話
し

合
っ
た
結
果
、
今
後
い
ず
れ
か
の
学
校
が
区
Ｐ
な

ど
で
大
き
な
役
割
を
担
う
場
合
、
四
校
で
人
員
を

出
し
合
い
共
に
乗
り
越
え
る
事
と
し
ま
し
た
。
反

対
意
見
無
し
。「
し
ょ
う
が
ね
っ
ち
ゃ
。
や
っ
ぺ
。」

そ
ん
な
、
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
覚
悟

に
感
謝
、
感
謝
で
す
。

地
味
に
ス
ゴ
イ
！

地
味
に
ス
ゴ
イ
！

Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台

Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台
１７２１７２
号
編
集
委
員

号
編
集
委
員

編

集

後

記

〜
各
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
〜

〜
各
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
〜



☆学校管理下外で起きた傷害による治療・死亡に
対して保険金の請求ができます。

•家庭内でのケガ

•公園などで遊んでいてのケガ

•スポーツをしていてのケガ

•ＰＴＡ活動に参加してのケガ

•登校、下校中のケガ

•外来の手術　　　　　　・・・等

☆ＰＴＡ主催（共催）の行事に参加、活動中の傷害
による治療・死亡に対しての補償、活動に伴い発
生した管理者としての賠償責任を負担することで
生じる賠償金を補償しています。
•ＰＴＡ主催のスポーツ大会でケガをした
•ＰＴＡ会議・総会中にケガを負った（往復途上含）
•地域の草刈活動中に近所のお宅の一部を破損した
•ＰＴＡ会議で弁当による食中毒
•プール開放時に熱中症　　　　

・・・等　

　仙台市ＰＴＡ協議会は、児童生徒の心身ともに健やかな成長と、ＰＴＡ会員が安心してＰＴＡ活動ができる
ことを心から願っています。日常生活やＰＴＡ活動においての傷害事故・賠償トラブル等は全く予想ができず、
思いがけないところで起こります。このような事故に対して以下の補償を提供しています。なお、保険料は
ＰＴＡ協議会会費（１世帯）１,０００円に含まれておりますので、保険料だけの集金はございません。

対象者ならびに条件 補償項目 保険金額（補償限度額） 補償内容ならびに特記事項

ⅠⅠ 児童・生徒児童・生徒 学 校学 校
管 理 下 外管 理 下 外

死亡・後遺障害死亡・後遺障害 ６５万円 後遺障害については、障害の程度により保険金額の４％
～ 100％をお支払いします。

入 院 日 額入 院 日 額 ９００円 事故発生から180日以内で治療期間８日間以上の場合
に１日目から補償（180日限度）

手 術手 術 4,500円～ 9,000円 入院中の手術は入院日額の10倍
外来の手術は入院日額の５倍の金額をお支払いします。

通 院 日 額通 院 日 額 ６００円 事故発生から180日以内で治療期間８日間以上の場合
に１日目から補償（90日限度）

ⅡⅡ

ＰＴＡ会員ＰＴＡ会員
（児童・生徒）（児童・生徒）
（注）（注）

ＰＴＡ行事ＰＴＡ行事
参 加 中参 加 中
＊プール開＊プール開
放事業中放事業中
を含むを含む

死亡・後遺障害死亡・後遺障害 ３００万円
（３６５万円）

後遺障害については、障害の程度により保険金額の４％
～ 100％お支払いします。

入 院 日 額入 院 日 額 ３，０００円
（３，９００円）

事故発生から180日以内で治療期間１日目から補償
　（180日限度）

手 術手 術 １．５～３万円
（１．９５～３．９万円）

入院中の手術は入院日額の10倍
外来の手術は入院日額の５倍の金額をお支払いします。

通 院 日 額通 院 日 額 ２，０００円
（２，６００円）

事故発生から180日以内で治療期間１日目から補償
　（90日限度）

ⅢⅢ ＰＴＡ会員ＰＴＡ会員 ＰＴＡ行事ＰＴＡ行事
参 加 中参 加 中

賠償賠償

対人対人 １億円 /１事故10億円 ＰＴＡ活動において第三者への賠償責任を負った場合
に各種費用をお支払いいたします。
•自己負担として対人・対物について１，０００円・借
用物について５，０００円を適用します。
•自動車の所有、使用または管理に起因する賠償責任
はお支払いできません。

対物対物 500万円

借用物借用物 10万円 /期間中500万円

※通院は90日限度・入通院合算で180日限度となります。

※上記Ⅱ、Ⅲ「ＰＴＡ会員」とは、児童・生徒および両親の他に、同居の親族の方、ＰＴＡ行事への参加が事前にＰＴＡにより認め
られた方も含みます。
※上記Ⅱ、ＰＴＡ会員欄のカッコ内の保険金額は、ＰＴＡ活動中の児童・生徒に関わる治療期間が8日以上の場合の保険金額です（治
療期間が8日以上の場合には、Ⅰ学校管理下外補償と合算した金額となるためです）。治療期間が7日以内の場合には、児童・生徒
についてもⅡＰＴＡ会員と同額の補償となります。
※プール開放中に関して、児童・生徒およびＰＴＡ会員の傷害補償制度は、上記Ⅱ、Ⅲ「ＰＴＡ行事参加中」となります。　

❶事故が発生したら、保護者が東京海上日動事故受付センターへ電話（０１２０－１１９－１１０、24時間365日受付）をし、
事故報告をしてください。
　その後、火災新種損害サービス課（保険会社）よりご連絡さしあげ、お手続きを進めさせて頂きます。
❷インターネット事故連絡
仙台市ＰＴＡ協議会のＨＰ（http://www.pta-sendai.gr.jp/）から東京海上日動インターネット事故受付
サービスに進み、ネット上で事故連絡ができます。
❸ＱＲからの事故連絡（右のＱＲコードから事故の連絡もできます。）
＊ご使用のパソコン・スマートフォン等によってはアクセスできない場合があります。（携帯電話でのご利用はできません。）
＊事故連絡後必要な手続き完了後に、保護者の指定する口座に保険金が支払われます。また、事故に係わる情報につきましては
所属の学校と情報共有させていただきます。

事故が発生したら

児 童 生 徒児 童 生 徒 ＰＴＡ会員ＰＴＡ会員

（3つのご連絡方法から選択して下さい）

※事故連絡の方法❶～❸いずれの場合でも、必ず “契約者名：仙台市ＰＴＡ協議会 ”とお申し出下さい。※事故連絡の方法❶～❸いずれの場合でも、必ず “契約者名：仙台市ＰＴＡ協議会 ”とお申し出下さい。

東京海上日動火災保険株式会社
〈非幹事保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社

ＡＩＧ損害保険株式会社

■事故サポートセンター（事故報告はこちらへ）：TEL0120-119-110
【受付時間】24時間365日
■仙台火災新種損害サービス課：TEL022-225-5012
【受付時間】平日　午前9時～午後5時（土日祝休み）

2019年2019年
仙台市ＰＴＡ協議会仙台市ＰＴＡ協議会 のご案内傷害補償制度 のご案内のご案内傷害補償制度傷害補償制度傷害補償制度傷害補償制度

補
償
す
る
主
な
例

補
償
す
る
主
な
例

【証券番号】ＰＴＡ団体傷害保険：Y130947530　学校契約団体傷害保険：Y131001664　ＰＴＡ賠償責任保険：Y130914189



仙台市ＰＴＡ協議会

杜の都こども総合保険

●募集時期：2019年４～５月に学校ＰＴＡを通じて案内配布
●保険期間：2019年６月１日午後４時～１年間
 ■引受保険会社： 東京海上日動火災保険
 ■非幹示保険会社： 損害保険ジャパン日本興亜・ＡＩＧ損害保険

例えば…こんなときにお役にたちます！

賠 償 事 故賠 償 事 故
地震でも！

熱中症でも！

食中毒でも！

示談交渉サービス付
（日本国内のみ）

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった

傷害総合保険

＜昨年度ワイドプランご加入のお支払実例＞
〇マイコプラズマ肺炎により5日間入院した（給付額2万円）　〇WPW症候群により8日入院し、手術を受けた（給付額5.6万）

「杜の都こども総合保険」なら…
1
POINT 団体割引15％適用により一般でご加入よりもダンゼンお得！
2
POINT 傷害補償制度と同時に１回の報告・請求（One Stopサービス）で！

仙台市ＰＴＡ協議会推　薦

自転車でころんで
ケガをしてしまった

犬にかまれて
ケガをしてしまった

車の窓ガラスを
破損してしまった

商品を破損してしまった
お子様のおケガお子様のおケガ

もしも自転車事故で加害者になったら…
高額賠償事例　賠償額9,521万円
（神戸地裁平成25年7月判決）

男子小学生が夜間、自転車帰宅途中に
歩行者の女性と正面衝突。
女性は頭がい骨骨折等で意識が戻らず、
監督責任を問われた母親に賠償命令。

自転車条例とは
（仙台市自転車の安全利用に関する条例）

2019年1月1日より施行された条例であり、道路
交通法を守ることはもちろんヘルメットの着用
に努めることや、2019年4月1日からは自転車損
害賠償責任保険等の加入義務を定めています。

賠 償 事 故賠 償 事 故 お子様のおケガお子様のおケガ

仙台市では自転車保険加入が義務化されました!仙台市では自転車保険加入が義務化されました!
自転車条例対応

仙台市では自転車保険加入が義務化されました!仙台市では自転車保険加入が義務化されました!

18-TC04206
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